
Title 経済余剰と経済成長
Sub Title On economic surplus and economic growth
Author 大西, 昭

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1959

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.52, No.9 (1959. 9) ,p.760(12)- 777(29) 
JaLC DOI 10.14991/001.19590901-0012
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19590901-

0012

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


,'
一
二
バ
七
六
9

■ 

. 

' 

. 

■

経

済

余

剰

と

'
経

済

：
成

長

'

:

:

.

:
 

.
 

.

\
 

 ̂

, 

w 

^
 
. 

M
. 

- 

:
.
v 

.

昭

I

戦
後
に
お
け
る
！
^
済
発
展
理
論
の
若
干
の
傾
向 

I

経
済
余
剰
と
経
済
成
長

I

戦
後
に
お
け
る
経
済
発
展
理
論
の
若
干
の
傾
向

1

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
進
展
し
た
新
た
な
政
治
• '経
済
情
勢
を
歴
史
的 

背
景
に
し
て
経
済
発
展
な
い
し
経
済
成
長
問
題
が
著
し
い
関
心
を
も
た
れ
る
に 

至

つ
た
。
戦
後
期
を
通
じ
て
い
わ
ゆ
る
先
進
国
と
後
進
国
の
経
済
発
®
問
題
に 

言
及
し
た
関
係
文
献
は
す
で
に
か
な
り
の
量
.に
達
し
て
い
る
。

R 

• 

F 

.

ハ
ロ
ッ
ド
、
E
.ド
ウ
マ—

、
J

.

R

.
ヒ
ッ
ク
ス
、
R
. 

M 

•

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
、
W
•
ブ
ユ
ル
ナー

、

J 

. 

S 

.
デ
ユ
ゼ
ン
ベ
リ
I
、
N

.力 

ル
ド
ア
、

J 

. 
ロ
ビ
ン
ソ
ン
.
,'
R

.ソ
ロ
一
、
P
. 

•

サ
ミ
ユ
エ
.ル
.ソ
ン
等
、
欧
'
 

米
諸
国
の
多
数
の
学
者
に
よ
つ
て
開
発
さ
れ
た
経
済
成
長
理
論
は
、
い
わ
ゆ
る 

洗
進
諸
国
の
経
済
発
展
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
A
.ル
イ
ス
、
 

H 

.
W
,
シ
ン
ガー

、

R 

•
ヌ
ル
ク
セ
、

H 
.
ラ
イ
べ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
、

K 

.

 

ク
リ
ハ
ラ
、
A
.
ハ—

ツ
ュ
マ
ン
等
に
よ
っ
て
後
進
諸
国
の
M
済
発
展
を
も
対

象
領
域
に
積
極
的
に
含
め
ら
れ
た
。

前
者
の
グ
ル
ー
プ
は
I

か
か
る
類
型
化
は
厳
密
に
は
多
少
の
困
難
を
伴
ぅ 

の
.で
あ
る
が
I

、，
資
本
主
義
発
展
国
吖
経
済
的
不
安
定
协
を
克
服
し
、
完
全 

雇
用
の
達
成
を
目
標
と
し
た
J•

M

.ケ
ィ
ン
ズ
め
'

『

雇
用
、
利
子
お
ょ
び
貨 

胳
の
一
般
理
論』

ハ
卜
^

,we
y
n
e
s

 

 ̂Th
e

 

General 

Theory 
0 ̂

E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,

 

Interest 
目d Money, London. 1

9
3
6
)

の
短
期
的
、
 

静
態
的
な
側
面
を
補
強
し
、
長
期
的
、
動
態
的
な
経
済
発
展
理
論
の
形
成
と
展 

開
を
意
図
し
た
。

R
.
.
F..
ハ
口
ッ
ド
は『P

態
経
済
学
序
説』

に
お
い
て
戦
前
す
で
に
抱
い 

て
い
.た
思
想
を
戦
後
^
1

」

層
発
展
さ
せ
、

一,国
経
済
に
お
け
る
総
貯
蓄
と
総
投 

資
が
均
衡
を
経
験
し
た
ま
ま
成
長
す
.る
動
的
均
衡
成
長
率
ん
、
人
口
増
加
と
技 

術
進
歩
の
許
す
潜
在
的
最
大
可
能
成
長
淳
ん
お
ょ
び
現
実
の
成
長
率
0
の
三
概 

念
を
区
別
し
、
.資
本
主
義
経
済
の
現
実
の
成
長
率
が
完
全
雇
用
の「

最
適
均
衡 

成
長
率」
か
ら
乖
離
す
る
傾
向
を
分
析
し
、
成
長
理
論
形
成
の
先
駆
的
役
割
を 

果
し
た
。
そ
し
て
E 
•
ド
ウ
マ
丨
は
投
资
の「

一
一
重
性」

に
着
ロ
し
、
投
資
の

坐
産
力
効
果
と
乗
数
効
果
を
有
機
的
に
結
合
し
て
ハ
ロ
ッ
ド
体
罘
を
補
職
し

ハ
ロ
ッ
ド
体
系
め
批
評
を
通
じ
て
乗
数
と
加
速
度
因
子
の
相
互
作
用
に
よ
る 

景
気
循
環
理
論
の
モ
デ
ル
化
の
方
向
へ
進
ん
だ
の
は
、
J

♦
R

•

ヒ
ッ
ク
ス
の 

『

景
気
循
環
理
論
へ
の
一
寄
与』

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
更
に
R
.
, 

M
. 

•
グ
ッ 

ド
ゥ
ィ
ン
が
非
線
型
の
投
資
函
数
の
導
入
に
よ
っ
て
一
層
開
発
し
た
。
近
年
景

.
 

気
循
環
と
経
済
成
長
と
の
有
機
的
結
合
の
問
題
'は
、

W •

フ
エ
ル
ナ
ー
、

S
•デ
干
ゼ
ン
ベ
リ

I
た
ち
に
よ
っ
て
も
試
み
ら
れ
た
が
、
問
題
の
真
の
解
淡 

か
ら
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
.こ
れ
ら
の
議
論
は
景
気
循
環
現
象
が
資
本
主 

義
経
済
の
内
在
的
諸
矛
盾
に
根
ざ
し
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
が
資
本
主
義
経
済
発 

展
の
動
因
な
の
で
あ
る
か
ら
、
' 経
済
成
長
と
安
宠
の
ジ
レ
ン
マ
は
'«
ホ

、
エ
^

罾
 

済
の
特
質
で
あ
っ
て
、
そ
の
解
決
は
社
会
経
済
構
造
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォー

メ ~

 

シ
ョ
，
ン
を
伴
う
で
あ
ろ
う
'と
と
に
目
を
覆
っ
て
い
る
.
。
•

.

R 

.
F
.
.

ハ
.ロ
ッ
ド
に
引
続
き
ヶ
イ
ン
ズ
体
系
.の
長
期
化
に
'あ
た
っ
て
、
过

.
 

カ
ル
ド
ア
は
技
^
!
歩
を
モ
デ
ル
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り

、

資
本
主
義
経
済 

の
初
期
段
階
に
お
い
て
は
賃
金
率
の
上
昇
が
抑
圧
さ
れ
て
利
潤
率
上
昇
傾
向
を 

も
つ
の
に
対
し
、
次
の
発
展
段
階
で
は
技
術
進
歩
が
自
動
的
に
賃
金
上
昇
と
利 

満
率
の
安
定
化
傾
向
を
も
つ
と
主
張
し
、

マ

ル

ク

ス

の
利
潤
率
傾
向
的
低
下
法 

則
を
枇
評
し
た
が
、
霸
の
試
み
は
评

.
フ
■エ
ル
ナ
ー
に
も
見
ら
れ
る
.0

フ
エ
ル
ナ
ー
■は
カ
ル
ド
ア
と
若
干
異
な
り
、
ダ
グ
ラ
.，ス
生

産

函

数

.
に

よ

り

つ 

つ
、
長
期
的
な
利
潤
率
の
低
下
傾
向
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
論
証
し
.よ
う
と
し 

た
.も
の
で
、，
ア
メ
リ
カ
経
済
で
は
資
本
の「

限
界
生
産
性J.(

純
生
産
高
増
加
.

経
済
余
剰
と
経
済
成
長

分
\
資
本
增
加
分
の
比
率)

は
や
や
低
下
し
た
が
、
資
本
のP

平
均
生
産
性」 

(

純
生
産
高\

資
本
比
率)

：は
低
下
し
な
い
こ
と
が
主
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
.こ
..
で
：フ
;^
.ル
t
丨
が
技
術
進
步
に
よ
る
和
源
率
の
.低
下
と「
構
造
的
不
調 

整」
(the.structual Balatdjustment

)

に
よ
る
利
潤
率
低
下
を
区
別
し 

た
こ
と
は
、
最
近
J 

. 

M
V-
ギ
ル
マ
ン
.が
マ
ル
タ
ス
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の 

高
度
化
に
も
と
づ
く
一
般
利
潤
率
低
下
傾
向
と
実
現
さ
.れ
た
利
潤
率
と
を
区
別 

'

し
た
こ
と
を
考
え
合
せ
て
興
味
深i

。

今
こ
の
問
題
に
深
入
り
す
る
余
裕
は
な 

い
が
、
.カ
ル
ド
ア—

フ
エ
ル
ナ
ー
の
利
潤
率
と
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
の
概
念
が 

.

異
な
る
こ
と
と
、
こ
れ
に
関
連
じ
て
技
術
進
^
を
と
も
な
う
経
済
成
長
の
も
と 

で
は
投
入
労
働
時
間
に
よ
る
，歡
生
産
物
の
価
値
タ
ー
ム
と
物
価
指
数
で
デ
フ
レ 

—

ト
し
た
総
生
産
物
の
実
質
タ
ー
ム
で
統
ft
*
上
の
結
^
力
異
な
る
可
能
衍
の
あ 

る
と
い
う
事
を
指
摘
し
.た
い
。
し
か
し
む
し
ろ
震
階
で
は
か
か
る
一
.般
利
潤 

率
の
低
下
傾
向
.と
な
ら
ん
で
、
ス
タ
ィ
ン
ド
ル
の
ご
と
く
独
占
な
い
し
^
占
対 

「

競
争
集
団
1-
間
の
利
潤
率
の
階
層
別
較
差
と
資
本
蓄
積
率
の
較
差
の
問
題
に 

も
ま
た
注
意
を
向
け
る
べ
き
で
^
ろ
う
。

:

カ
ル
ド
ア
と
異
な
り
、

ハ
口
ッ
.ド
の
モ
デ
ル
をT

非
歴
史
的
世
界」

と
非
難 

.

i
XL
0

、

J 

• 
口
ビ
.ン
ソ
ン
が
罾
-^
趴
矶
の
体
系
と
マ
ル
タ
ス
再
生
産
表
式
を
と 

'り
入
れ
、
資
本
財
お
よ
び
消
費
財
-.
部
門
分
割
の
長
期
動
態
モ
デ
ル
を
提
出
し 

た
.と
.と
は
注
目
^
値
す
る
。
J

，.■.ロ
.、匕:

ン
.
.
.
ソ
'ン
が
提
起
し
た
問
題
は
、
.

『

.一
般 

理
論』

の
：一
般
似
げ
な
わ
ち
ヶ
ィ
ン
ズ
の
短
期
分
析
の
マ
！
、ゾ
ャ
ル
流
の
長
期 

的
発
展
へ
の
拡
張
で
あ
る
^

、
そ
の
問
題
意
識
は
こ
れ
ま
で
古
典
派
経
済
学
や 

マ
ル
ク
ス
経M

子
の
中
心
間
題
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
究
的
な
経 

.

■:
一

三

(

七
六1)



资
子
者
に
よ
つ
■て
等
閑
に
付
せ
ら
れ
て
き
た
蓄
積
と
経
済
発
展
問
題
を
-

「

学

問： 

的
方
法」

(the a
c
a
d
e
m
i
c

日e
t
h
o
d
)

を
用
い
て
解
決
ず
る
こ
と
で
あ
つ

C12)
'

- 

-
• 

-

た

;0

口
：ビ

ン

ソ.ン
：
は「

ケ

ィ

ン

ズ.の
理

論

：が

マ

ル

タ

ス

を

補

，

K

の
と
同
様
に
、

:

マ
ル
ク
：ス
：の
：理
論
は
、
.あ
る
；

i

は
、：
と
も
が
く
■マ
ル
ク
ス
が
と
り
あ
げ
た
問
題
'. 

に
関
す
る
あ
る
锺
の
理
論
.は
、
：
ヶ
ィ
ン
ズ
を
補
ぅ
た
め
に
必
要
な
，の
で
k

J 

と
い
ぅ
f

か
ら
マ
ル
ク
ス
の
謂
生
産
物
め
概
念
を
学
び
、

一
S

S

0

S
 

術
的
水
準
に
よ
ク

て
き
ま
るr
国
民
総
生
産
物
'—
:か
ら
賃
金
支
私
高
を
控
除
し 

た
余
剰
を「

技
術
的
佘
剰」

(the teelmical s
u
rplus)

と
名
付
け
、
資
本 

蓄
積
と
経
済
成
長
と
の
関
係
を
極
め
て
大
阻
な
形
態
で
柚
象
化
し
、
或
る
種
の

古
爽
派
.の
議
論
を
再
生
.
0
:
6
1
1
€
1
&

«>)

：
さ
せ
た
0 

.

. 

:
:•
•

J 

. 

.
P
ビ
ン
ソ
ン
の「

単
純
な
..モ
デ
ル」

..

(

c+
}2
e si

m
p
l
e

 m
o
d
e
l
.
)

.は

.ハ
ロ
.

ッ
ドー

ド
ゥ
マ
I

，
モ
デ
ル
の
固
定
生
産
係
数
の
.仮
定
を
批
評
し
、
長
期
的
な 

資
本
と
労
働
力
.の
代
替
の
可
能
性
を
仮
定
し
、
完
全
雇
用
経
済
へ
の
接
近
の
可 

能
性
を
説
く
只
.
ソ
ロ
ー
の
モ
デ
ル
と
極
め
て
親
似
し
て
い
へ
れ
o
,
R，y.
ロ
丨 

は
さ
ら
に
、
P
-
.サミ
ユ
エ
.ル
ソ
ン
と
の
共
著
に
お
い
て
、

W .
レ
オ
ン
チ
ェ 

フ
の
投
入
.産
出
モ
デ
ル
を
批
評
し
：、
生
産
要
素
間
の
代
替
を
考
慮
し
た
多
部 

門
の
経
済
成
長
嘉
径
路
の
分
析
に
よ
つ
て
経
済
成
長
理
論
の「

一
般
化」

を 

企
て
た
。
し
か
し
こ
め
種
：の
理
論
は
過
剰
労
働
力
に
基
づ
く
賃
金
率
の
低
下
が■ 

労
働
装
備
率
を
引
下
げ
、
労
働
力
需
要
を
高
め
て
完
全
雇
用
経
済
に
接
近
さ
せ 

る
商
動
的
な
メ
ヵ
-
xム
が
作
用
す
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
装
備 

率
の
低
下
は
労
働
生
産
性
を
引
下
げ
、
経
済
余
剰
率
の
低
下
を
も
招
く
で
あ
ろ
'
 

う
か
ら
、
経
済
成
長
テ
ン
ポ
の
緩
慢
化
と
な
ら
ん
で
、
実
質
賃
金
の
上
昇
を
邛

一，四

(

七
六
ニ)

庄
す
る
傾
向
ざ
え
も
つ
：で
.あ
：ろ
う
。
だ
か
ら
こ
-の
ょ
1
な
経
済
で
は
完
全
雇
用 

の
'自
動
^II

装
置
が
：う
ま

：

ぐ
機
能
ず
る
が
ど

う

'か
疑
わ
し
い
。
し
か
も
こ
の
種 

.の
理
論
や
予
定
す
石
ほ
ど
現
実
の
資
本
主
義
経
済
で
は
貨
幣
基
率
は
伸
縮
的 

で
は
な
く
.、近
代
技
術
.は
通
?
労
働
装
備
率
を
上
昇
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
 

む
し
ろ
坐
産
高
成
長
.に
比
：べ
：て
、：

労
働
ガ
需
要
办
成
長
率
は
緩
慢
化
す
る
長
期 

傾
向
を
も
つ
で
あ
ろ
う
0
そ
U
'て
独
在
な
い
し
•寡
占
が
支
配
的
な
高
度
な
発
展 

段
階
で
：は
赴
会
.の
潜
在
的
生
産
能
力AJ

現
実
の
生
産
の
：ギ
ャ
'ッ
プ
を
う
め
る
た 

め
の
手
段
と
し
て
-1
有
効
需
要」

を
喚
起
す
る
不
生
産
的
消
費
支
出
と
資
本
輸 

出
の
新
た
な
形
態
が
、：
そ
の
社
会
に
と

づ

て
ま

す

ま

す

不
可
欠
の
重
要
姓
を
も 

つ
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
:
.

.

.

.

(

1)
K

 F. Harrod ; Towards a

 D
y
n
a
m
i
c

 Econoinics, 

Lon-

-don 

i

•(

ハ
ロ
ッ
ド
著
、

高
構
長
木
即
•
鈴
木
諒1

共
訳

『

動

態

経

済
 

学
序
説』

東
京
有
斐
関

.ー
九
五
三
年) 

:

(

2) 

E. D
o
m
a
r
; Essays in the THeory of Economic G

r
o
w

 

t
r
N
e
w

 York, 

Oxford University Press, 

1957

•

(

ド

丨

マ

丨

■
著
、
宇
野
健
吾
訳『

経
済
成
長
の
理
論J

東
洋
経
済
新
報
社
一
九
五
七
年) 

•
ハ
3 

J
.
K
.

 Hieks; A

 Contribution to the Theory of Trade 

Cycle, Oxford, 1951. 

C

ヒ
ッ
ク
ス
著
、
古
谷
弘
訳『

景
気
循
環
論』

.岩 

:
波
書
店
一
九
五
一
年

>
:
,
.

(

4) 

jr. M. Goodwin; 

T
h
e

 NonlilLear Accelerator and the 

persis

c+s
c
e

 of. Business 

.cycle, 

E
c
o
a
o
m
e
t
r
i
c
a
,
19. Jan,

1951, pp. 

l

—

2to
^
>M

o
d
e
l

 o
f

 Cyclical G
r
o
w
t
h
,

 

T
h
e

 

B
l
i
s
i
n
i

 

C
y
c
l
e

 

ia th
e

 

P
o
s
t
-
W
a
r

 

w
o
r
l
d
'

 

E
d
i
t
e
d

 

b
y

 E. 

L
u
n
d
b
e
r
g
,

 

L
o
n
d
o
n
,

 

1955, 

p
p
,

 203121.

(

5) 

J. 

s. 

D
u
s
e
n
b
e
x
y
;

 

w
u
s
i
n
e
s
s

 

C
y
c
l
e
s

 

a
n
d

 

E
c
o

tio
m
i
c

 

G
r
o
w
t
h
,
g
C
G
r
a
w
-
H
i
l
l

.

B
o
o
k
o
o
n
i
p
a
l
l
y
,

 

Inc.' 

N
e
w

 ...York, 

T
r
o
nto,

 

L
o
n
d
o
n
,

 

1
9
5
0 0

.
 W

.

 F
e
l
l
n
e
r
; 

T
r
e
n
d
s

 

6
d cv

o
l
e
s
i
n

 

H
c
o
n
o
m
i
c

 Activity, 

N
e
w

 Y
o
r
k
,

 

1956.

(

6〕
N
.
K
a
l
d
o
H
;

 

A

 M
o
d
e
l

 o
f

 E
c
o
n
o
m
i
o
G
r
o
w
t
h
,

 

T
h<&
H
o
o
.

 

n
o
m
l
c

 Journal, 

V
O
L

 

L
X
V
I
I
,

 

N
o
.

 

268”

 

D
e
c
e
m
b
e
r
,

 

1957, 

pp. 591-624.

?

) 

w
.

 

Fe
l
l
n
e
r
;

 

M
a
r
x
i
a
n

 

H
y
p
o
t
h
e
s
i
s

 

a
npiO

b
s
e
r
v
a
b
l
e

 

T
r
e
n
d
s

 u
n
d
e
r

 capitaflism:. A- M
o
d
e
r
n
i
s
e
d

 Interpretation,

T

re
c
o
n
o
m
i
c

 Journal, vol. L
X
V
I
I
,

 N
o
.

 265, M
a
r
c
h
,

 1957, 

pp\ 16125 
目

a*Fellner, op. 

c
i
r

p. 244.

(

8 
ン 

J
.
?

 Gillman; 

T
h
e

 Fa
l
l
i
n
g

w
so
c+
CD
o
f
 p

r
o
s
r
V
M
a
r
x
w

 

L
a
w

 and Its SigniScance to 
闩wentietlb Century capital­

ism. N
e
w

 York, 

1
9
5
0 0
•

こ

の

問
題
に
関
連
し
て
M 
•
ド
ッ
ブ 
や
E •

,モ
ッ

セ

の

理

論

的

、

実

証

的

研

究

を

参

照

さ

れ

.た
い

。

.

■

,
 

M
.

 D
o
b
b

 r C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
Y
e
s
t
e
r
d
a
y

 &

 T
o
d
a
y
,

 L
o
n
d
o
n
,

 

1
9
500
,

P
H
. Sf

4
3
.

 

\

砂H
a
n
e

 

M
o
s
s
S
; 

M
a
r
x

 

e
t

 

l
e

 

p
r
o
b
l

rt»
>

日

 e

 

d
e

 

l
a

 

C
r
o
i
s
s

 
目

 
co)

3U
P
T
>
» 目e

 E
c
o
n
o
m
i
e

 cdpitaliste' Librairie A
n
i
l
s
d

 Colin,

. 

■ 

. 

.
-
-

•

.経

済

余

剰

と

経

済

成

長

，
. 

.

P
a
r
i
s
,

 

1
9
S
.

(

9

)

卜

安

<1

)ぼ
&
<&
| M

a

c+urity 

suad 

S
t
a
g
n
a
t
i

 
目 

in 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

capitali

OQ'
n
v
o
x
f
o
r
d
,

 

1952, 

p
p
.

CO
4
6
.

(

10) 

J
. 

K
o
b
i
a
s
o
n
; 

M
r
.

 

H
a
r
r
o
w
s

 D
y
n
a
m
i
c
s
,

 

T
h
e

 e
c
o
n
o
m
i
c

 

J
o
u
s
a
l
'
M
a
r
c
£
,

 

1
9
4
9
.

 

C
o
l
l
e
c
t
e
d

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

P
a
p
e
r
s
,

 
N
e
w

 
Y
o
r
k
,

 

1
9
5
r
p
p
.
1
5
5

 
丨1

7
4
.

 

~

(

11) 

J
.

 

K
o
b
i
a
s
o
n
;

 

T
h
e

 

A
c
c
-
u

日

u
l
a
t
i
o
n

 

o
f

 

C
a
p
i
t
a
l
,

 

L
o
n
d
o
n
,

 

1
9
5
6
,

 P
r
e
f
a
c
e

 v
i

 

( 
ロ

ビ

ン

.ソ
ン

著

、

杉

山

猜

訳

『

資

本

蓄

積

論

j

み

す

 

ず

書

勇

一

九

五

-七
年

)

か

R
a
t
e

 

o
f

 

I
n
t
e
r
e
s
t

目

d

 

o
t
h
e
r

 

E
s
s
a
y
s
,

 

L
o
n
d
o
:
n
,
,
v
l
9
5
2
,

 
.
P
P*.
'
S-
I
7
0
.

(

卩

ビ

ン

ソ

ン

箸

、

'犬

.ン

梅

村

 

訳

-『

利

子

率

そ

の

他

諸

研

究

1

東

洋

経

済

新

報

赴

一

九

五

五

年

)

12)
「

も

し

経

済

学

に

少

し

.で
も

進

歩

の

希

望

が

あ

る

と

し

た

ら

、

マ

ル

ク
 

ス

に

ょ

.つ
て

提

起

さ

れ

た

難

問

風

を

学

問

的

方

法

9-
«
{0
^
8日

5-
日

各

1
1
&) 

を

用

い

て

解

決

す

る

こ

と

で

な

け

.れ

.は
な

ら

な

い

0」(

J
. R

o
b
i
n
s
o
n
;

 

A
n

 

E
s
s
a
y

 

§

<r
+
-
h
e
g
肖

 M
i
a
n

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 

L
o
n
d
o
n
,

 1
9
5
2
,

 

p
.

 

95.
)

.(

IB
:

) 

R
o
b
i
n
s
o
n
; Collected E

c
o
n
o
m
i
c

 P
a
p
e
r
s
,

 N
e
w

 Y

 ork, 

1951, 

p
p
.
1
4
4

丨 5, 

J

*

pe:
'>
.'
y
>
v
#
、
都
留

•
#
東
訳

『

マル
ク
ス 

主
義
経
済
学
の
検
討』

紀
伊
国
犀
書
店
ー
九
五
七
苹
六
0

頁
参
照
。
.

(

14)

W
.
M
0
1
0
W
: 

A

 

c
o
n
t
r
i
b
u
t
i
o
n

's-
t
l
l
e

 T
h
e
o
r
y

 o
f

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

G
r
o
w
t
h
,

s'
:

e
 

q
u
a
r
t
e
r
l
y

 

J
o
u

a'a
l

 

o
f

 E
c
o
n
o
m
i
c
s

 v
o
l
.

 L
X
X
,

 

N
o
，.. l

'
.
F
e
b

v,1956v.pp. 「
65~94."

' 

■

(

15
> 

R
.

 

D
o
r
f
m
s
,

 

F
,

 

A
v

 S
a
m
u
e
l
s
o
n

 

a
a
d

 

R
.

 

p

 s
o
l
o
w
; 

L
i
-

.

一
 
五

ハ
セ
ー
ハ
.ー5



n
e
a
H
P
T
O
g
r
a
m
i
y

OQe
c
o
n
o
m
i
c

 

Analysis, 

M
c
g
r
a
w
-
H
i
l
l

 

B
o
o
k

 c
o
m
d
a
n
y
'
I
n
c
,

 

N
e
^
v

 Y
o
r
k
,

 

Tr
o
n
t
o
, 

L
o
n
d
o
n
,

 

1958, 

pp. 

M65
丨345.

2)
、
先
進
国
経
済
成
長
理
論
の
開
発
と
な
ら
ん
で
、
低
開
発
諸
国
の
経
済
発 

展
理
論
の
分
野
で
も
近
年
著
し
く
開
拓
が
進
ん
ハ
だ
。
わ
れ
れ
れ
が
さ
き
に
^

^

 

し
た
後
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
戦
後
の
新
！^

に
対
処
し
つ
つ
、
後
進
国
経
済
発 

展
理
論
の「

一
般
化」

に
少
な
か
ら
ぬ
労
力
を
傾
け
て
き
た
が
、
現
在
の
と
こ 

ろ
か
か
る
一
般
化
.の
試
み
は
多
く
の
方
法
論
的
、
理
論
的
対
立
に
よ
っ
て
障
害 

に
逢
着
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

8

ソ

-S
9〕

例
え
ば
、
.
J
.
.
ヴ
ァ
イ
ナ
|
や
?

. 

.
T 

t 
\

ゥ
ァ~
■の
よ
う
に
新
古
典
学
派 

‘の
，立
場
か
ら
工
業
化
よ
り
办
し
ろ
従
来
の
伝
統
的
な
一
次
品
㈱
㈩部
門

(

と

く
 

に
農
業)

，を
重
視
す
る
見
解
や
、
国
®

、

H 

.
W
•

シ
シ
ガ
I
、

R •
ヌ
ル
ク

S
 

.

セ
等
の
よ
う
に
、
工
業
化
に
よ
っ
て
低
閧
発
諸
国
の
輸
出
、
生
産
構
造
を
是
正 

し
、
多
角
的
な
均
衡
成
長
を
主
張
す
る
理
論
も
あ
る
。23)

H

*

.

w
シ
ン
ガー

、

H

.ラ
イ
べ
ン
'7
ユ
タ
イ
ン
、

H. 
J
 

•プ
ル
！
ト 

c24
> 

C
25)

ン
、
.
1<
:

...ク
^

ハ，ラ
等
は
ハ
p

V 
ト
—

ド
ウ
■マ
I

—

ロ
、ヒ
ン
ソ
ン

r

.

の
経
済
成 

長
モ
デ
ル
を
後
進
国
経
済
に
^

用
せ
ん
と
意
図
し
て
い
る
の
に
対
し
、

A
 

•ハ~

 

'
V

ュ.
マ
ン
は
均
衡
成
長(

t
h
e
b
a
l
a
n
c
e
d
g
r
o
w
t
h
.
)

の
.
概
念
に
反
対
し
て
、
 

投
資
優
先
順
位
を
考
慮
し
た
不
均
衡
成
長(

t
h
e

 

u
n
b
a
l
a
n
c
e
d
.
g
r
o
w
t
h
.
)

 

を
理
論
づ
け
て
い
る
。

ハ
ー
シ
ュ
マ
ソ
の
議
論
は
だ
し
か
に
後
進
国
経
済
篼
展 

問
題
の
核
心
を
づ
い
て
い
る
が
、
か
れ
は
動
態
経
済
に
お
け
る
需
給
の
不
均
衡

■
 

'
 

1

六

(

七
六
四)

と
経
濟
諸
部
門
間
の
発
展
の
不
均
等
と
を
混
同
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
後
進
国

経
済
発
展
プ
ロ
セ
ス
で
生
ず
る
不
均
衡
の
調
整
が
.市
場
の
メ
力
ニ
ズ
ム
を
通
じ

て
行
な
わ
れ
.る
の
か
、
又
は
合
理
的
な
国
民
経
済
発
展
計
画
の
路
線
に
も
と
づ

い
て
行
な
わ
れ
る
か
に
よ
？
て
決
ま
る
.経
済
成
長
の
パ
タ
ー
ン
の
本
質
的
相
違

を
み
の
が
-̂

て
い
る
よ
ぅ
.
'に
み
え
る
。

い
わ
ゆ
る
純
，i

済
学
の
方
法
に
反
对
す
る
グ
ル
ー
ブ
の
多
く
は
社
会
学
的

:接
近
方
法
.を
説
く
の
.で
あ
る
が
‘

•例
え
ば
ブ
ー
ヶ
、
フ
ラ
'
/ヶ
ル
、
フ
ァ
- 

§

ニ
ヴ
ァ
ル
等
I

、
G

•
i
ル
ダ
I

ル
の
よ
ぅ
に
新
接
近
方
法
を
積
極
的
に 

主
張
し
、
西
欧
の
学
界
に
波
紋
を
な
げ
た
理
論
も
あ
る
。.
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
は
市 

•場
の
自
由
な
作
用
の
も
と
で
はT

循
環
的
、
累
積
的
因
果
律」

(the 

E
 cumulative causatibn

)

の
働
き
に
よ
つ
て
先
進
諸
国
対
低
開
発
諸 

国
間
の
経
済
発
展
較
差
が
恥
大
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
肖

^
し
、
低
開
発
pi 

政
府
は
自
主
的
な
国
家
開
発
計
画
に
よ
つ
て
こ
の
傾
向
に
対
抗
し
、
国
民
経
済 

を
発
展
の
.軌
道
に
の
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
て
、い
る
。
こ
の
よ
ぅ
に
1

国 

経
済
発
展
淘
論
の
形
成
過
程
で
生
じ
た
方
法
論
や
理
論
上
の
対
立
と
混
乱
状
態 

は
こ
こ
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

他
方
、
マ
ル
ク
ス
経
資
子
に
お
い
て
も
、
戦
後
の
新
た
な
歴
史
的
背
景
の
も 

と
で
経
済
発
展
理
論
の
新
分
野
が
数
多
く
の
研
绝
者
に
よ
つ
て
開
発
さ
れ
て
き

た
。
况
.

ド
ッ
ブ
、
?

*

ス
ウ
ィー

ジ
|

、
.

?

%
ハ
ラ
シ
、
0

•
ベ
ト
ウ
レ

ー

ム
、

H

•
ド
ゥ
ニ
、

H

.

:ク
ロ
|

ド
、
八
.

マ
.
ヌ
キ
.
ア
ン
、
E

•
ヴ
ァ
ル
ガ
、

V

•

コ
ロ
. 

ゾ

タ

ィ

、
G
.
.
.

コ
ー
ル
-
マ
ィ
、

o
.ラ
ン
ゲ
#
.に
よ
つ
て
戦
後
の
社
会
主
義
経
済
.
 

と
資
本
主
義
経
済
発
展
の
理
論
的
、
実
証
的
研
究
が
推
進
さ
れ
た
。
蓄
稹
と
経

済
発
展
3?
i

：論
を
展

£
£

す
る
.
に
^

っ
て
、
.が
.

ド
ッ
ブ
、
0

.

ベ
ト
ウ
レ
ー
‘.ム
や

P

• 

バ
ラ
ン
た
ち
は
、
マ

.

.ル
ク
'ス
の
剰
余
価
値
論
と
苒
生
産
論
に
依
.搠
し
つ
つ
、「

経 

済
余
剰」

(
t
h
e

 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

w
u
i
q
p
l
u
s
;

 

l
e
:

 

s
u
r
p
l
u
s

g'o
r
L
o
m
i
q
u
e
)

の
概 

念
を
作
り
あ
げ
、
.国
民
経
済
を
生
産
手
段
生
産
部
門
と
消
費
資
料
生
産
部
門
に
. 

統
合
し
て
。

一
国
社
会
の
.経
済
余
剰
の
歴
史
的
形
態
と
経
済
成
長
と
の
関
連
を 

研
究
し
、

マ
ル
ク
ス
再
生
産
論
を
新
た
な
歴
史
盼
現
実
の
中
で
発
展
さ
せ
た
o

P

•
バ
ラ
ン
は「

経
済
発
展
は
歴
史
的
に
は
常
に
社
会
の
経
済
•
社
会
•
政 

治
耩
造
の
徹
底
的
な
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
J
 

メ
.丨
シ
ヨ
ン
を
意
味
^

於」

と
い
ぅ
観 

点
か
ら
一
社
会
で
坐
産
さ
れ
たr

経
済
余
剰」

の
*

と̂

■
に
注
目
し
、

㈣

者 

が
社
会
の
生
産
力
の
発
展
段
階
と
社
会
経
i

造
.にH

.

っ

て

双

^

さ

れ

る

こ

と 

か
ら
、
経
済
発
展
理
論
は
純
雜
経
済
学
の
領
域
を
超
え
て
政
治
経
済
学
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
上
主
張
す
る
。
、、ハ
ラ
ン
の
主
た
る
貢
献
は
経
済
余
剰
を「

現
実
の 

経
済
余
剰」

(

印
,

^e
c
o
n
l
i
c

目

p
l
u
s
)
、
「

潜
在
的
経
済
余
剰j 

(
p
o
­

tential e
c
o
n
o
m
i
c

 s
u
r
p
l
u
s
〉 

お
ょ
び 「

計
画
さ
れ
た
経
済
余
剰」

(
p
l
a
n
­

n
e
d

 e
e
o
n
l
i
c

 s
u
r
p
l
u
s
)
，

の
三
概
念
に
区
別
し
、
：独
占
資
本
主
義
段
階
に 

お
い
て
^
^
需
要
の
不
足
か
ら
潜
莅
的
最
大
不
可
能
な
生
産
に
現
実
の
生
産
が 

下
回
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
更
に
後
進
国
経
^

に
：
お

い

.

.
て

も

社

会

の

寄
 

生
的
階
級
の
不
生
産
的
消
費
と
外
国
資
本
の
搾
取
に
ょ
っ
て
潜
在
的
生
産
能
力 

が
あ
り
な
が
ら
現
実
の
生
産
が
及
ば
ぬ
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
社

♦

、
工

義

 

経
済
に
お
い
て
の
み
社
会
：の
潜
在
的
生
産
予
備
を
十
分
に
活
用
で
き
、
急
速
な 

経
済
成
長
が
達
成
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
1
_
づ
け
た
点
に
あ
る
。

G
•
ベ
ト

ウ

レ

ー

ム

は

と

.
の

議
論
を
厳
密
に
定
式
化
し
、
生
産
財
.
消
費
財 

経
済
余
剰
と
経
済
成
長

一.一
部
門
分
割
の
完
全
雇
用
の
動
的
均
衡
成
長
の
も
と
で
、

一
人
当
り
労
働
装
備 

率
の
高
い
近
代
的
技
術
の
採
用
は
労
働
生
産
性
を
引
上
げ
、
高
い
投
資
率
を
確 

保
す
る
こ
と
.に
よ
.っ：て
将
来
消
費
の
フ
ロ
ー
を
最
大
に
す
る
可
能
性
を
も
つ
こ 

.
と
，を
論
証
し
為
、
^
.
•
,ド
ッ
ブ
：は
特
に
こ
の
哪
題
を
後
進
国
経
籠
展
の
見 

地
か
ら
‘エ
農
業
の
ニ
部
門
分
割
0,
経
済
モ
デ
ル
に
よ
っV

考
察
し
、
後
進
国
の 

自
主
的
経
済
発
展
に
必
要
な
農
業
と
エ
業
の
近
代
化
方
式
と
結
び
っ
け
て
検
討 

し
て
い
る
0

.

.
こ
れ
ら
の
議
論
は
マ
ル
ク
ス
再
生
産
論
に
も
と
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で 

あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
胃
を
産
表
式
の
モ
デ
ル
化
な
い
し
、
そ
の
批
評
は
非
マ
ル 

ク
ス
学
派
の
も
* ,
^

•
.
.ロ.
ビ
ン
ソ
ソ
、
p
. •

サ
ミ
.H

エ
.ル
ソ
ン
達 

に
よ
っ
て
も
試
み
ら
れ
た
も
の
の
..必
ず
し
も
当
を
得
て
い
る
と
は
い
い
ガ
た
.
 

い

。
，
も

し

マ

：
ル

ク
.ス
の
再
生
産
表
式
を
厳
密
に
定
差
方
程
式
に
よ
っ
て
表
現
す 

れ
ば
、
M

*ド
ッ
ブ
や
0
.
べ
：ト
ケ
レ
1
ム

達

が

開

発

し

た

経

済

発

展

モ

，
デ

ル 

と
比
較
検
討
す
る
こ
■と
が
可
能
と
な
る
ば
.か
り
か
、
現
代
成
長
.経
済
学
批
判
の 

一
根
拠
と
も
，な
ろ
ぅ)

。

.

:

(

16)

.最
近
の
後
進
国
発
展
理
論
の
動
向
.を
知
る
上
で
以
下
の
文
献
が
有
益
で 

.
あ
る 
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,
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o
n
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o
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D
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h
e

 E
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o
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u
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d
e
r
.

d
e
v
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p
e
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r
e
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o
n
d
o
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現
代
成
長
理
論
と
古
典
派
理
論
の
結
合
に
よ
る
か
か
る
方
向
へ
の
野
心
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T
h
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o
r
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E
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r
o
w
t
h
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L
o
n
d
o
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r
a
d
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c
o
n
o
m
i
c

 D
e
v
e
l
,

 

o
p
e
m
e
w
v

 O
x
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巌
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w
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g
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L
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D
u
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r
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e
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L
o
u
v
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K.

 

N
u
r
k
s
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o
b
l
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O
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u
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o
m
a
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i
o
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u
n
­

d
e
r
d
e
v
e
l
o
p
e
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O
x
f
o
r
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pp. 
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ク

セ
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八
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七
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著
、
土
崖
六
郎
訳：『

後
進
：誰
国
の
資
本
形
成i

巌
松
堂
一
九

3:
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七
年

)

c2 3

v
.
'
H
V
.
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L
e
i
b
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>
:
a
s
t
:
e
i
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l
I
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-
E
c
o
n
o
m
i
c
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M
o
o
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へin the theory 
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e
w

 York, 1957, pp. x
i
v
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295.
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W
L
-
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G
r
o
w
t
h

 

M
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e
l
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rnal of Political Eco
n
o
m
y
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u
g
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322-36.
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w
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r
i
h
a
r
a
; 

T
h
e

 

K
e
y
n
e
s
i
a
n

'J-aheory 

of 

Economic 

Development, London, 1959, pp. 219.

(

2 6)

>
• 
0

.
 sHSCIIm 
目

;
T
h
e

 Shtrategy of Economic

 Devel- 

opment. N
e
w

 

H
a
v
e
n
:

 

Yale 

University Press, 

1
9
500
,
 

§, 

ix, 

2
1
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J. 

H. 

B
o
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 Economics 
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E
c
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Policy 

of 
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e
w
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2
4
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r
a
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k
e
l
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T
h
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p
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a
u
x
i
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o
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T
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r
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a
n
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 Socialism, 
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T
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M
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ド
ッ
ブ
著
、

都
留
，

岡

•野
々
村

•関
訳

『

経

^
理
論
と
社
会
主
義』

岩

波

書

店

I〜

I

1

 

九
五
九
^)

.；
 

W0
日 e A

s
p
e
c
t

 o
f

 .Economic. D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
,

 Delhi. 

M
c
h
o
o
r

 

OHJe
c
o
n
o
m
i
c
s
.

 

O
c
c
a
sional 

P
a
p
e
r
s

12

!
o
.
s°Delhi, 

1951, 

p. 

92. 

(

M 

.ド
，ッ
ブ
普
、
.小
野
一
一
郎
訳『

後
進
国
の
経
済
発
展 

と
経
済
機
梆』

有
斐
閗
ー
九
五
六
年) 

’

(

3 2)

、
R
.
パ
ー
ル
は
経
済
発
展
論
の
最
近
の
動
向
を
要
約
し
成
長
経
済
学
の 

限
界
に
つ
.い
て
社
会
経
済
学
派
的
立
場
か
ら
若
干
の
批
評
を
試
み
、.
そ
れ
が 

経
済
発
展
に
と
も
な
ぅ
社
会
櫛
造
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
I
メ
ー
シ
ョ
ン
を
処
理 

し
え
ぬ
限
界
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る(

R
a
y
m
o
n
d

 B
a
r
r
e
s
; 

s
.C
J
rles 

K
l
 

m
i
t
e
s

 

d
CJ
w

o
c+
J
^
Q
H
i
e

g'
o
n
o
m
i
q
c
e

 

dfpl
a
«
r
o
i
s
s
a
n
c
e
,

 

E
e
v
u
e

 

d
v
M
c
o
n
f

 ie Politique, 

M
a
r
s

 

丨

Avril, 

1958, N
?

 2, pp
,

 S79—
404 

.參
照)

。
:'
.

,

•

"

.

経
済
余
剰
と
経
済
成
長

n

経
済
余
剰
と
経
済
成
長
：

1)
現
代
成
長
経
済
学
の
重
大
な
欠
点
は
国
民
総
生
産
物
の
ぅ
ち
か
ら
生
産 

手
段
の
更
新
と
総
賃f

支
私
高
'を
控
除
し
た
^
※
生
]!
㈱
の
量
的
規
定
に
と
ど 

ま
り
、
そ
の
質
的
な
形
態
規
定
を
欠
い
て
い
る
こ
と
.で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
剰 

余
生
産
物
の
発
生
と
そ
の
歴
史
的
形
態
の
明
確
な
認
識
の
ぅ
え
に
立
っ
て
、
資 

本
主
義
経
済
の
も
と
で
の
社
会
的
総
資
本
の
再
生
庳
と
流
通
を「

再
4:
)1
表
式」 

に
よ
っ
て
明
確
に
定
式
化
し
た
。

:

あ
る
年
度
3
に
お
け
る
資
本
主
義
社
会
の
粗
国
民
生
産
物
価
値
卩
は
消
費
し 

た
生
産
手
段
の
価
値
气
総
賃
金
支
私
高〉

、
剰
余
生
産
物
な
い
し
剰
余
濃 

-M
か
ら
な
り
、
粗
材
視
点
か
‘ら
国
房
経
済
は
生
産
手
段
生
産
部
門(

I

部
鬥) 

と
消
費
資
料
生
産
部
門(

正
部
門)

に
統
合
さ
れ
る
。

ベ P
1
S
=

+

V

§

+

;

M

1'S
. 

V
P
2
S

 

=

p

s

+

V
2
S
+
M
2
S

H

•cl.l)

P
I
、

)

ま
ず
生
産
手
段
生
産
部
門
の
賃
金
支
払
高
'
に
対
す
る
剰
余
1

恥
の
比
率
を 

剰
余
価
値
率
と
規
定
し
て
仍
で
表
矶
し
、
周
様
.に
消
費
財
生
産
部
門
の
剰
余
価 

値
率
を
仍
で
表
現
し
ょ
ぅ
。
こ
の
比
率
は
新
た
な
年
投
下
労
働
の
必
要
労
働
と 

剰
余
労
働
の
分
割
比
率
に
対
芯
す
る
。
.

-
P
2

)

•
P
2
0

九

(

七
六
七)



つ
ぎ
に
生
産
手
段
生
産
部
門
に
ぉ
け
る
充
用
生
産
手
段
価
値
ル
に
対
す
る
賃
金 

支
払
高
ル
の
比
率
を
資
本
の
有
機
醫
成
と
規
定
し
て
汍
で
表
規
レ
、
消
費
財 

_生
産
部
門
に
お
け
る
資
本
：の
有
機
的
構
成
を
^
で
.表
現
し
よ
}

(

た
だ
し
マ
か 

ク
ス
再
生
産
表
式
で
は
生
產
手
艮
の
価
値
仄
は
消
費
し
た
生
産
手
段
価
値
0
.と 

等
じ
く
她
理
ざ
れ
石)

。

t o

•
K
I
-

丨

K
§

V
2
S

 
W
2
S

Cjo

P
S

も
ち
ろ
ん
こ
の
比
率
は
最
近
の
用
語
で
い
，え
ば
、
賃
金
単
位
で
测
定
し
た
労
働 

装
備
率
の
逆
数
に
ほ
ぼ
対
麻
す
る
.で
あ
ろ
ぅ
0

.

拭
大
再
生
産
が
行
な
わ
れ
各
た
め
に
は
、
一
ま
ず
社
会
の
生
産
力
が
—
定
の
発 

展
段
階に達し、，当

に

新

た

.に
坐
産
さ
れ
た
価
値

C
V
+
M

)
=

国
民
.
.
 

所
得
の
ぅ
ち
か
ら
蓄
積
に
充
て
る
剰
余
生
産
物
が
実
在
す
.る
こ
と
、
ず
な
わ
ち. 

経
済
余
剰
の
存
在
す
る
こ
と
.が
必
要
で
あ
る
。
次
に
こ
の
_
を
砠
罾
#1
が
す
べ
..
'
-
 

て
不
生
產
的
消
費
に
向
け
ら
れ
な
い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
剰
余
麗
の
資
本
へ

.
 

の
転
化
が
：行
な
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
ぅ
。
さ
ら
に
こ
の
転
化
を
可
能
と 

す
る
物
質
的
、
人
的
基
礎
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
追
加
生
産
手
段
と
同
様
、
 

追
加
労
働
力
を
市
場
に
見
出
.せ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
货

つ
て
資 

本
主
義
再
坐
産
は
第
一
に
剰
余
価
値
の
資
本
へ
の
転
化
、
第
二
に
賃
労
働
者
の 

実
存
を
条
件
と
す
る
。

生
産
手
段
生
産
部
門
お
よ
び
消
費
財
生
産
瓢
門
に
お
け
る
剰
余
価
値
の
蓄
積

'
へ
：
:

^

：:
? 

.ニ
。

.(

七
六
八) 

比
率
を
そ
れ
ぞ
れ
«1
、

«2
で
表
現
し
、
次
の
ご
と
く
淀
義
し
よ
ぅ
。

2.
 

l
-
i
g
^
r
r
g
d
i
l

IQ
t

il
y
lg-
r
&i

…
.

:

M
l
(
i

 
丨1

)

_
 

マ 

,
(

N
2
G
0
.
I
W
2
0
!

-1 )
)

+

广 

.
1
<
ta

o 
I じ)

?
. .
1 

I 

I
 

I

f 

■

:

へ

へ

P
4
0

:

こ
の
場
合
、
'

マ
' ル
ク
ス
の
蓄
積
概
念
は
生
産
手
段
の
追
加
C
W
S

)

.プ
ラ
ス
追 

加
賃
金
フ
ォ
ン
ド
e
w
g

)

で
，あ
る
こ
と
：を
特
に
指
摘
す
る
必
要
が
：あ
ろ
う
。
 

#

典
派
経
済
学
者
は
蓄
積
を
^
ば
し
ば
賃
金
ブ
ォ
シ
ド
の
追
加
と
同
'-
-*視
し
た 

，が
、
現
袋
済
学
者
は
生
産
手
段
の
純
増
加
を
蓄
積
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ 

は
生
産
手
段
の
蓄
積
が
高
度
の
発
展
段
階
に
達
し
た
現
代
資
本
主
義
の
経
^
 ̂

造
：を
反
映
し
て
い
る
ょ
う
^
み
え
る
。

■，
わ
れ
わ
れ
梂
さ
き
に
卩
’バ
ラ
ン
や
M 

•ド
ッ
ブ
が

-1
経

済

余

剰

」

の
.
概

念

ー
を
開
発
し
た
こ
と
を
指
摘
1>
た
が
、
こ

こ

で

？

..バ

ラ
ン
.
の「

経
済
余
剰」

の

概
念
と
マ
ル

.
ク
ス
の
.「

_
を
ぬ
0

㈱

」

の
双
ま
と
の
®

！!を
示
唆
す
る
こ
と
が

で
あ
ろ
う
。
バ
ラ
ン
の
.

「

経
済
余
剰」

(economic surplus)

の
概
# 

■
 

,

.

.

は
、
0

:.
ベ
ト
ウ
.レ
ー
ム
の
.

「

-<不
私
>
 

労
働」

0
0 t

r
a
v
a
i
l
^
o
n

 p
a
y
i
»

(

35)
な
い
し

.

「

経
済
余
剰」

(le surplus

g'
o
no'
m
i
q
u
e

)

の
概
念
に
照
应
し
、
 

To 

.
 

口
、、ヒ
ン
ソ
ン
の「

技
術
的
余
剰」

(the technical surplus
}

の
概
念

ハ6 
ノ

に
ほ
ぼ
，対
応
す
る
於
、
マ
ル
ク
ス
の
.

T

剰
余
価
値j

な

い

，
し

「

剰

余

生

産

物

」 

の
概
念
と
は
蒼
干
異
な
る
ょ
う
で
あ
る
。
あ
る
年
度
に
生
産
さ
れ
た
，マ.
ル
ク
ス 

の「

剰
余
生
産
物」
は
次
年
度
の
不
生
i

消
費
安
出
と
蓄
積
に
利
用
さ
れ
る 

の
で
あ
る
、が
、
蓄
積
は
可
変
資
本(

賃
金
支
私
高)

め
増
分
0

|
<0
>
プ
ラ
ス

不
変
資
本C

生
産
手
段)

の
増
加(

J
K
S
)

の
ニ
つ
の
部
分
に
分
割
さ
れ
る
。. 

マ
ル
ク
ス
は
資
本
蓄
積
と
彼
大
再
生
産
過
程
は
同
時
に
賃
労
働
と
資
本
の
矛
盾 

の
拡
大
再
坐
産
過
程
で
あ
る
と
み
て
い
.た
0

:

.

'

パ
ラ
ン—

べ
ト

ウ

レ
ー

ム

—

ド
ッ
ブ
の
経
済
余
剰
の
概
念
と
マ
ル
ク
ス
の
剩 

余
生
産
物
.の
概
念
の
相
違
は
、
両
者
の
蓄
積
概
念
の
想
趣
に
®

t

low
前
者 

の
蓄
積
概
念
は

マ

ル

ク

ス
の
概
念
と
異
な

っ
て
®

^

フ

ォ

ン

ド

の
追
加
を
含
ん 

で
い
な
い
こ
と
に
注E

：

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
従
っ
て
バ
ラ
ン
丨
べ
ト
ウ
レ
I 

ム—

K
ッ
ブ
の
i

i

は
マ
ル
ク
.ス
のr

剰
余
生
産
物」

か
ら
賃
金
フ 

.ォ
ン
ド
を
控
除
し
た
も
の
と
み
て
よ
さ
ク
C
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え「

経
済
余
剰
1- 

か
ら
不
生
産
物
的
消
費
支
出
を
控
除
し
た
ベ
ト
ウ
レ
丨
ム
の
5
積
1-
-
の
®

は
現
代
経
済
学
の
_貯
蓄

•投
資
概
念
.に
ほ
ぽ
対
応
す
る
で
あ
狂
。「

経
済
余 

S

の
概
念
は
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
を
一
層
具
体
化
し
、
現
実
の
経
済
成 

長
に
接
近
さ
せ
る
た
め
に
有
益
で
あ
り
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
^
計
画
の
現
実
に
も
职 

rD
:
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
 

.
*

さ
て
こ
こ
で
剰
余
生
産
物
と
経
済
成
長
と
の
甚
本
的
関
係
を
み
る
た
め
に
、
 

再
び
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
に
立
帰
ろ
う
。

「

>T
J
l
s
=
c
l
c

)

+
v
l
c
-+(

l
l
a
l

)

M
l
s
+

」

v
l
s
+

」

K
l
d
.

(

l
,
5

)
V
P
2
S

 

"
p
s 

+ 

v

 

2
S 

+

P

—

R
2

)

M
2
s
+
fc
x<l
2

(

0 

+ 

L
W
S
.
.
. 

(1.5、)

新
た
に
生
産
さ
れ
た
国
民
所
得(

v
s
+
g
s

)

に
占
め
る
剰
余
生
産
物
加
の一 

部
が
不
生
産
的
に
消
費
さ
れ
、.一

部
が
マ
ル
ク
ス
的
暮
積c

i
v
s
i
K
S
)

に 

向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
拡
大
再
生
産
が
円
滑
£
订
な
わ
れ
る
た
办
に
は
、

経
済
余
-
と

経

済

成

長

.
、

両
産
業
部
門
の
動
的
均
衡(the. d

y
n
a
m
i
c

 e
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
)

の
条
件
が
保
証 

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
'°
い
う
ま
で
も
な
く
動
態
経
^
に
お
い
て
両
員
員
部
門
の
生 

'産
と
消
費
が
均
衡
す
る
..
た
め
に
.は
次
の
条
件
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

I
s 

"
0
1
s
+
c
2
s
+

tx
K
l
s
+
J
K
2
G

〕
.

..

.

.

.
P
.
.
5

)

2

(

、

〕

"
<J
1
S
+
V
2
S'
+(

1丨

Ia2)M2(/)

+」

<J
l

s

~

M<t
2
s
 

. .

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.p

6
0
.

(1.5) 、
(1.5 、)

お
よ
び(1.6) 、

(1.60 

か
ら

V
l
s
-
M
v
l
o
)

十(

I
f a

l
)
M
§
=
p
s
-
M
K
2
s

.

.

.(

1
.C3

a
.
7
)

を
変
形
す
れ
ば
、

•

.

.

(

V
1
S
+
M
1
S

)—

C
2S.
.
=

」

K
1
S 十 

J
K
2
s
=
A
S

l̂
o
:
.
p
. 

s)

が
得
ら
れ
よ
う
。
 

- 

.

現
代
的
意
味
で
のr

蓄
積
J

Aが
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
坐
産
手
段
生
産 

部
門
の
付
加
価
値
生
産
物(

V
1
+
M
1
)

.
に
消
費
財
在
産
部
門
の
生
産
手
段
の 

更
新
C2
を
上
回
る
経
済
余
剰
が
な
け
れ
ば
な
ら
へ
ぬ
。

(1.6) 、
(1.6 、)

を
変
形
す
れ
ば
、

へ PI
S

 

A
C
1
S
+
0
2
S

)

十 

A
S
U
C
S
+
A
S 

…
…
…
…

…
(

ド 9) 

\
P
2
S
=
V
I
S

+
v
2
s
+
M
i
s
+
M

SI—

A
s

.

.(

1
.CD
0

.、が
得
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
国
民
経
済
'
:ハラ
：ス
ス
：上
、
粗
生
産
手
段
生
産
高
?1 

は
両
産
業
部
門
に
お
け
る
生
産
手
段
の
更
新
プ
ラ
ス
.

「

蓄
積」

に
等
し
く
、
粗
消

費
財
生
産
高
.
?は
国
民
所
得
巧
マ
ィ
ナ
ス「

蓄
積」

に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

.
• 

■ 

; 

.'

. 

' ■ 

*

•
 

.
 

ニ

ー

(

七

六

九

)



ぬ
0
蓄
積
ゼ
ロ
の
場
合
に
は
国
民
所
得
は
粗
消
費
財
生
産
高
に1

致
す
る
。

.
粗
生
産
手
段
生
産
高
対
粗
消
費
財
生
産
高
比
率
は
q

,
cd)

、
'

P
 
9
0.

か
ら
次 

の
比
率
に
よ
マ
て
表
現
さ
れ
よ
う
。

f

 

:
:…

：

：…
…
…

：…
…

…

丨

*
p

g

ま
た

c

s
 

O

S
 

P
I
S

 

I

A

S
 

P

3

S
 

y

s

+

M

S
 

P

2

S

I

A

S

り r  r

-

a

s

従
っ
て
生
産
手
段
産
業
部
門
の
粗
生
産
高
成
長
率
が
消
費
財
産
業
部
門
の
粗
生 

産
高
成
長
率
よ
り
大
で
あ
れ
ば
、
.国
民
死
得
に
占
め
る
生
産
手
段
の
消
費
部
分 

(
C
/
P
3
)

が
大
と
な
る
傾
向
が
あ
ろ
う
。

も
し
マ
ル
ク
ス
に
従
っ
て
、
生
産
手
段
の
更
新
な
い

'し
消
費

0
を
生
産
手
段 

ス
ト
ッ
ク

K
と
同
一
視
す
れ
ば
、
生
産
手
段
な
ら
び
に
消
費
財
産
業
部
門
に
お 

け
る
坐
産

->
消
費
の
動
的
均
衡
条
件(1.7)

は
次
の
表
現
を
と
ろ
う
。

vl
s
-
f
(
l
l
a
l
)
M
l

c-_l〕"
w
2(J 0 

.

.

.

.

.:
:

(

L 12)

こ
こ
で
も
し
生
産
手

^
生
産
^
門
の
蓄
積
性
向
«1

が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
消
費
財 

生
産
部
門
の
蓄
積
性
向

«2
は

P
,
5お
よ
び

p
B

か
ら
次
の
条
件
を
維
持 

す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
よ
う
。

I (

1—

ft
l

) (Mlc-l)IM10!-2)) +

 (<lGOIV~lall:o

+(

V
2
S
I
V
2
C

—

1

〕) 

.

.

.

.

.

.

. 

:

ニ
ニ 

(

七
七
0〕

:

.以
上
の(1.1) ，(1.10, C1.2) ，(1.2 、3,(

1
CO
X (1.30, (1.4) ，(1.4 、) ，(1.12 )， 

お
ょ
び(1.13)

の
諸
式
か
ら
、
社
会
の
総
生
産
物
価
値
の「

再
生
産
表
式」

が 

，
得

ら

れ

る

。

：-
fz
lplzo
l

へ
 

p
l
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2
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l
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l

 

l

+
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(

l

+

p

2
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•

l
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p

+

p

l
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cilpl
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l

+
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r

P
1
C
T
O
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…
…
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.

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.

.
P

5

い
ま
基
準
年
度
の

M

表
示
に
ょ
る
粗
生
産
手
段
生
産

^
を

^

g
と
す
れ
ば
、
 

生
産
手
段
お
ま
び
消
費
財
産
業
部
門
の
粗
生
産
高
成
長
は
次
式
に
ょ
っ
て
表
現 

さ
れ
よ
う
。
 

.

R
i
p
l
i
s
l

へ
 P

I
S

 =

 PICS

Z

F

2

S
 

=

F

l

g

XD
l

1
4
1

 J

l
+tD
2(

i
+
l
0
2

)
1+191P+P1)

g
l
p
l
Tt
i
lゴ 

Iド
，

1+/51 J

:
:
p
.

15}

a
l
p
l

t&l

1
+
i
s
l
」 

:

p

g

(1.15) 、
(1.

1
3か
ら
判
る
よ
ぅ
に
、
も
し
こ
こ
で
生
産
手
段
産
業
部
^
の
蓄 

積
係
数

«1
が
ゼ
ロ
で
ぁ
れ
ぱ
、
当
該
部
門
の
成
長
率
は
ゼ
口
と
な
っ
て
粗
生
産 

手
段
生
産
幕
は
両
産
業
部
門
の
生
産
手
段
の
更
新
を
ヵ
ヴ
ァ
ー
す
る
に
過
ぎ
な 

い
か
ら
単
純
再
生
産
と
な
ろ
ぅ
。
も
し

«1
が
あ
る
範
囲
内(

0
<
3
奶
1
)

で
プ 

こ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
、
生
産
手
段
産
業
部
門
の
粗
生
産
高
は
一
定
の
比
率
ハ 

‘

1+

XO
1

)

，
で
成
長
す
る
か
ら
拡
大
再
生
産
が
持
続
す
る
。
そ
し
て
も
し
«}
が
ぁ 

(1.13) 

る
範
囲
内
で
マ
イ
ナ
ス
'と
な
れ
ば
、
生
産
手
段
の
更
新
も
不
可
能
と
な
り
縮
小

再
生
産
が
強
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
54
。

以
上
の
研
究
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
労
働
装
備
率
、
労
働
生
産
性
、
剰
余
価 

値
率
一
定
の
も
と
で
の
マ
ル
ク
ス
の
動
的
均
衡
成
長
に
お
い
て
は
、
生
産
手
段 

産
業
郃
門
と
消
費
財
産
業
部
門
の
粗
生
産
高
成
長
率
は
一
胄
で

あ

り

、

両
畠
員 

部
門
の
粗
生
避
高
比
率
は^

に
依
存
す
る
。
こ
れ
を
比
例
係
数
と
名
付
け
よ
う
。
■
レ
I 
二
 y

が
示
し
た
よ
う 

に
、
.こ
こ
で
資
本
の
有
機
i

成
の
高
度
化
を
導
入
す
れ
ば
、
比
㈣
ぽ
双
は
低 

下
傾
向
を
も
つ
が
ら
、
生
産
手
段
産
業
部
門
は
消
費
財
産
業
部
門
に
比
較
し
て 

ョ
リ
急
速
に
成
長
す
る
傾
向
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
か
り
に
生
産 

と
i

が
動
的
均
衡
1

に
あ
っ
て
-4
、.両
産
業
部t

は

和

!

'-#
'
に

発

展

す

る 

可
能
性
を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
#
っ
て
か
か
る
意
味
で
%
砠

成

長

の

^

^

と 

均
等
成
長
の
概
念
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
;
'

(

33)
warl 

M
a
r
x
; Daswapital, hrsgTvon F. Engels, volks- 

ausgabe, B,d. II, Berlin, 

1953, ss. 352—529 .
(

マ
ル

ク

ス

^

、

長

谷
部
訳

3
資
本
㈱』

第
土
部
第
三
篇「

社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
と
流
通」 

靑
木
書
店
，一九五六年

/
第
三
分
冊
四
五
七

—

六
九
〇
頁
参
照
。)

(
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r
a
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P
O
K
^
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o
m
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N
e
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 York, 

1
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.
7
, 

ciu 2, pp. 22-41.
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Qtr
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N
l
o
s
-
w
Q
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-
e
l
i
l
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i
m

; 

Problemes 

til̂
oricju

o)
o
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P
H
Ĉ+
V- 

q
u
e

pi
e ia dlani

yication,. Paris, 1951, pp. 302-41. (

G
-
ベ
ト
ゥ

レ
ー
ム
著
、
奥
沢
篤
次
郎
訳『

経
済
計
圆
の
理
論』

東
洋
経
済
新
報
社1

九
.

経
済
余
剰
と
経
済
成
長

.

五
六
年)

.
；
L<I
>pyobleme. de la m

a
x
i
m

JOtion de. la croissance 

か conomique. R
e
v
u
e
M
o
o
n
o
m
i
q
u
e
,

 

N
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Janvior, 1957, pp. 

1
2—s. 

.
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h
e

 AccurQaation of capi
c+al' Lop- 

1956, p. 76 &

00
3
.
 

■

.

(

3 7
0

gaurice D
o
b
b
;

 

O
n

 e
c
onomic 

Theory and Socialisni, 
London, 

1955, pp. 138-154.

(

3 8)

都
留
重
人
氏
が
か
つ
て
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
を
ヶ
ィ
ン
ズ
集
許
概 

念
と
比
較
さ
れ
た
さ
い
、
マ

ル

ク

ス

の
.蓄

積

概

念

と

ヶ

ィ

ン
ズ
の
貯
蓄
•

投 

資
概
念
の
相
違
に
留
意
ざ
れ
だ
か
っ
た
こ
と
が
ベ
ト
ゥ
レ
ー
ム
と
の
論
争
を 

不
必
要
な
混
部
に
導
い
た
ょ
ぅ
に
み
え
る(

都
留
重
人
著『

国
民
所
得
と
；冉 

生
産』

有

斐

閣

•一
 
九
五
一
年
ニ
〇
七

|
ニ
三
.五
頁
参
照
}
。

(

39)
「

経
済
余
剰i

は
資
本
主
義
社
会
で
は
剰
余
価
値
な
い
し
利
潤
の
形
態 

を
と
る
が
、
社
^
'
3E
義
社
会
で
は
必
要
労
働
、
剰
余
労
働
の
.規
，̂

に
か
わ
っ 

て
、
自
分
の
た
め
の
労
働
と
社
会
の
た
め
の
労
働
と
な
り
、
経
済
余
剰
は
社 

会
的
フ
'ォ
ン
ド
の
形
態
を
と
る
？
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
野
々
村
一
雄
著 

『

国
民
.所
得
と
再
生
産
：

』
(

岩
波
書
店
一
九
五
八
年

)

等
の
研
究
を
参
照
さ

れ
た
い

0

(

40
.

)

ス
ト
ゥ
ル
ミ
リ
シ
は
マ
ル
ク
ス
再
法
：産
論
を
社
会
主
義
社
会
に
応
用
し 

.

た
が
、
ベ
卜
ヴ
レ

ー

ム

と
ほ
ぼ
同
じ
経
済
余
剰
と
蓄
稹
概
念

に
し

.

た
が

っ

て 

_
い
る
へ
木
原
正

_
_『

再
生
産
と
国

^
ぽ
済
バ
ラ
ン
ス
論

』

有
斐
閣
一
九
五 

六
年
六
一
丨
九
四
頁
参
照

)

。

，

:.
:
:
\
' 

. 

.

ニ
三

(

七
七
一

)
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こ

.の
点
：の
指
摘
.は
重
要
で
あ
る
。
一
一
o
世
.紀
の
初
頭
の
.マ
ル
.ク
ス
再
卑 

産
論
を
め
ぐ
る
西
> 
丨
ロ
ッ
パ
の
蓄
靈
争
：に
お
..い
て
、
：.論
争
参
加
者
.の
.多 

く
は
：こ
の
点
の
認
識
を
欠i

て
い
た
よ
5
に
み
'え
る
。
：
.も
し
、

«1
と
，«2
を
恣 

意
的
に
：与
え
、
資
本
の
有
機
的
櫛
成
を
引
上
げ
れ
ば
、
た
と
え
初
年
度
の
産 

業
樅
造
が
均
衡
状
態
か
ら
出
発
し
て
，も
、
そ
の
均
衡
は
破
壊
さ
れ
る
可
能
性 

を
も
つ
で
あ
ろ
ぅ
0
た
と
え
ば
、

11
*
グ
.ロ
ス
マ
ン
の
議
論
を
，参
照
さ
れ
た

.い

.C
H
.
Q
r
o
s
s
r
Q
B

■
u
a
s
" Ak

k
l
z
m
u
l
a
t
o
n
s
.

目d
'
z
u
w
a
m
e
n
-

 

b
r
u
c
h
s
g
e
s
e
t
z

o*
(1
>
s ka

p
i
t
a
l
istischen s

y
w
t
e

 
日
！

s
,

t̂
CD
i
p
a
g
，
1
CO
2
9
.

.
有
沢
.
•森
谷
訳『

資
本
'の
蓄
稹
粒：

に
#]
壊
の
®
論』

改

造

社

，
一
九
.三
ニ
•年)

。

つ
い
で
な
が
ら
、
丹
生
鹿
問
題
に
関
連
.し
て
ロー

ザ

.
ル
ク
セ
’
ン
ブ
ル
グ

は 

.理
論
的
誤
り
を
冒
し
た
：と
は
い
え
、

ロ
)
ザ
の
問
題
意
識——

有
効
需
要
の
.
. 

•
不
足
，に
よ
る
投
資
诩
難——

は
、

一
九
三
〇
年
代
の
不
況
の
経
験
を
通
じ
て 

皮
肉
.に
も
ヶ
.ィ
ゾ

ズ
学
派
.に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
，.(Kosa ...LUXem- 

Tburg; 

D
i
e

 A
k
k
u
m
u
l
a
t
i
o
n

 d
e
w

 

w
a
p
i
t
a
l
s
,
l

CD13, 

E
i
n
e

>
fc
j
c+
ぐ 

kritik, 

1920, 

G
e
s
a
m
m
e
l
t
e

 

"
W
e
r
k
e
,

 

B
d
.

 

V
I
,
19
2
3
.

.長
谷
部
文 

雄

訳『

資
本
蓄
溃
論
^
^
資
本
蓄
橫
再
論
，

』

患
波
文
庫
一
九
四
六
丨
五

o 

'
牢
參
照)

°

/

(

42〕

参
考
ま
で
に
マ
ル
ク
ス
の
数
値
例
に
よ
っ
て
表
式
の
運
動
を
示
せ
ば
次 

の
と

お

り

で

あ

ろ

ぅ

0

.

.

へ plco) =

 6ooo 

へ
| 01=|02 =

1

へ
/

31=0.25

■̂2cco =

 3
o

q
o

r
=

0
.

5

r
u
o
.
5
 

で
あ
る
か
ら
、(

101)

、
P

S
よ
り 

■

」

ー
四(

七
七
ニ)

• 

•
. 

.

/
p
l
s
=
6

-o
o
o

〔

l
e「 

'

.'■
A
P
2
S
—
3,200 〔1.1 〕>:

ム 

.

と
な
っ
て
、
マ
：ル
ク
ス
の
拡
大
坪
生
産
プ
ロ
セ
'ス
に
'

|

致
す
る
こ
と
が
判
明 

/

す
る
で
あ
.ろ
ぅ
。
但
し
、
：：マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
初
年
度
が
単
純
再
生
産
の
状 

態
か
ら
出
発
す
る
た
め
、
若
于
の
ズ
.レ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
ズ
レ
は
初
年 

度
と
次
年
.以
降
：と
の
生
産
と
消
費
の
動
的
.均
衡
条
件
の
ズ
レ
か
ら
生
ず
る
。

(

43)

 

B
J
I
a
s
M
H
P
T
I
e
H
H
H
r
n
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n
o
B
O

fay

 

T

a

K

H
a
3
b
I
w
a
e
M
o
r
o

 

s
o
n
p
o
c
a

o

 

p
b
l
m
w
a
x

 

C
l
s
9
3
r
.
)

..

.

.

.

.

..

A

C

O
>c
.
K
H
e
w
I
I
»
>
, 

4
—
o
e

 

K

3JP
*.
, 

t
.
1

 

r
o
o
I
O
J
I
K
T
H
3
.
a

w'T
,

 

1
9
5
3

 r
.
(

レ—

'モ
ン「

い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
：て」

マ
ル
ク
ス
\8
レ
丨
1!
ン
主
義
研
究
所

訳

『

い
丨

—
ン
垒
集』

第

1卷
大

月

書

店

.

1

九
五
三
年)

(2
，以
上
•の
.マ
ル
ク
ス
の
粗
生
産
物
価
値
の「

再
生
産
表
式」

で
は
、
競
争 

.の
結
果
産
業
部
門
間
に
資
本
が
移
動
し
、
' 相
互
の
利
潤
率
を
社
会
の
一
般
的
、
 

果
均
利
潤
率
に
均
等
化
す
る
事
情
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ

た
。
も
し
罾
罾
双
^

間 

の
利
潤
率
が
均
等
化
し
、「

価
値」

が

「

生
産
価
格」

に
転
形
す
れ
ば
、「

生
産 

価
格」

表
.示
の
再
生
産
表
式
が
得
ら
れ
ょ
ぅ

• °
平
均
利
潤
を
汀
で
表
現
す
れ
ば
、

.基
礎
的
表
式
は
次
の
と
お
‘り
で
あ
る
。

： 

.

.

.

.

.

. 

.

へ pl
s
=
c
l
s
+
y
l
s
+
i
T
l
p
v
-
:
.
:
:

.

.

.

.

.A2.1)
Vp2c

〕=
0
2
a
〕+

 V
2
c
〕+/72C)

-
-

-
-
-
-
:
:

(

co
.
l
、

)

資
本
の
有
機
的
構
成
を
队
、
/9
2
、
蓄
積
係
数
を
«!
、

«2
と
し
、
以
前
と
同
様 

に
定
義
し
よ
う
。
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

( 2. 2)

XKy
II

v
s

.(2
.2

、)

.(2.3)

-(2.30

K
s

,
(

v
l
s
l
<l
l
c、-
o

) 

+ 

(

w
l
c 
じ IKlcii)

/
«1
=
-
-
-
-
-
^
-
-
-
-
-
-

-
1

.

一

fc
l
l

(

、
-
l
>

一

+ 

占)

\
«2
=
-
-
-
-
-
-̂

..

.

a
^
7
-
0

生
産
手
段
お
ょ
び
消
費
財
産
業
部
門
間
の
生
産
と
消
費
の
動
的
均
衡
条
件
は
以 

前
と
同
様
に
、

vls+(llRl)zrl(i-l
〕

H
W
2
S
.
.

..

.

.

.(2.4)

お
ょ
び 

.

(

1
1 

al)(

^
cT.
l

)

Il̂p-2))~r(~v loo—
v
l
p
l
o

 )

to

1
じ

-f
c
vts
G
O
I
V
lo
o
! 

1

1 〕

、

(2.5)

と
な
ろ
ぅ
が
、
今
度
は
さ
ら
，に
個
4
の
産
業
部
門
の
利
潤
率i

n
i
l
v
i
+
K

tzy 

が
社
会
の
平
均
利
潤k- 

S
/
V
+
W

)

に
均
等
化
す
る
条
件
も
あ
わ
ぜ
て
要
求 

さ
れ
よ
ぅ
。 

- 

.

.
-

皆

S

..

で

.

i
l
l
s

to

I

'
«
1

(

じ
+
<1
1
0
> 

.

卜

2
0

)

+
.<
2

(

-

C*..

.
A2
.
 6)

Q
リ

(

c
fEM
?

續

S
、

す
な
わ
ち

r
l
=
r

2=
r
o
:
:
.
:
:
:.

.

.

.

.

.

...
...

.

.

..(2.7 」

(

2
.
1 

6)
、
(2. 7

)

か
ら
、
.個
々
の
産
業
部
門
に
割
当
て
冬
れ
た
利
_

(

&

は
平 

均
利
潤
率(

ro)

と
痼
々
の
豸
^
の
桉
下
総
資
芊
パ
<
+
!
^)
の
積
と
な
る
か 

ら
、
各
産
業
部
門
に
お
け
る
賃
会
対
利
潤
の
分
羅
は
次
の
ご
と
く
表
現
で
き

f

 

I
 

K
l
s
+
v
l
c

)

v
l
s
l
w
s
+
v
s 

V
IS

pl
f 

I
W
2
S
+
V
2
S

\ 

p 
s 

泛2S-T V
2
S

 

卜

"
r
s

\
V

2
S

 

K
s

+
v

s

 

v
§ 

/
|
、。—

麥 

J

ド

+  +  

—J  \ f

( 2. 7)

to

こ
こ
で
以
前
と
同
様
に
両
産
業
部
門
.の
剰
余
価
値
率
を
PI
、

P2
で
表
1
7K
し
、
平 

均

利

潤

率

沁

を

太

奸)

で
表
現
す
れ
，ば
、
両
産
業
部
門
の
剰
余
価
値
率
と 

分
配
率
の
関
係
は
次
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
よ
う
。

ぐ

M
I
S

 

n
l
s

V
IS

r M
2 S

 

\  V
2
S

V
I
S}̂

2
S
 

V
2
S

•npl—
p

句

I
*c>

l
+如
.

.

L
r.

厂
.
l
+t£
>:

h
+
/
3
1
.

,

wl...

「

：l
+Tr
)2
.

L

xo
r
_

to

oo

(
2
.

0 0

、

)

.

.両産
業
部
門
で
生
産
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
1

•里は
.そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
配
分
さ 

れ
た
利
潤
の
整
里
に
等
し
い
か
ち
、
;'
'
'
:

(

2
.00)

、
八
2
00
、

)

は
次
の
条
件
に
ょ
っ
て 

制
約
さ
れ
る
。

'

;
.
、

W

7
Jc:)

-f
fc
!
.
2

G
O
"
M
l

s.
+
M2s

:

従
つ
て-

経

消

金

剰

と

経

済

成

長

-
五

(

七
七
三)



B
l
o
o
l
^
s
n

丄 M
2
S
—
ZT2(

匕〕

.

.

.

.

.
:
V
A
2
,
.
9

)

す
な
わ
ち
各
坐
産
部
門
で
生
産
し
た
剰
余
価
値
と
配
分
さ
れ
る
平
均
利
_
の
差

.
 

.は
絶
対
値
に
.お
.い
て
等
し
く
、
符
号
が
逆
な
関
係
に
あ
る
。

;
.

(

2
.00)

、(2. 8
0

お
よ
び

^
0)

か

ら

わ

れ

わ

れ

は

異

な

る

生

罾

^

#-
の

も 

と
で
両
産
業
部
門
で
生
産
し
た
剰
余
価
値
の
大
き
さ
と
各
産
業
部
門
へ
配
分
さ 

れ
た
利
潤
の
差
を
決
定
で
き
よ
う
。
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
に
従
つ
て
両
M
^
^
H

 

の
剰
佘
価
値
率
外
、

P2
が
社
会
一
般
の
剰
余
做
値
率
P
に
等
し
い
と
仮
定
す
る 

と
、
社
会
の
平
均
構
成
に
比
較
し
て
資
本
の
有
機
I

成
の
高
い
生
産
手
段
部 

門
で
は
剰
余
価
値
率
よ
り
高
い
分
配
率
を
受
け
と
り
、
社
会
の
平
均
構
成
よ
り 

低
い
消
費
財
部
門
に
お
い
て
は
剰
余
価
値
率
よ
り
低
い
分
甄
率
を
受
け
と
る 

が
、
社
会
全
体
の
分
配
率
と
剰
余
価
値
率
は
f

し
い
。
も
し
両
産
業
部
門
の 

資
本
の
有
機
的
構
成
が
社
会
の
平
均
構
成
に
一
致
し
て
い
れ
ば
、
両
畠
罾
豸
門 

の
剰
余
価
値
率
と
分
配
率
は
一
致
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
研
绝
に
基
づ
い
.て
、
わ
れ
わ
れ
は「

価
値」

の
再
生
産
表
式
を「
生
産 

価
格」

の
.表
式
に
転
形
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
両
産
業
部
門
に
お
.
 

け
る
剰
余
価
値
率
れ
、

P2
を
分
配f

 

に
転
換
す 

る
こ
と
に
よ
つ
て
可
_
と
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「

生
産
価
格」

表
示
に
よ
る 

社
会
的
総
生
産
物
の
.再
生
産
表
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

、
p
l
s

 =
〔
l
+
a
s
〕
p
l
?
l
)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. (

M

.1
0
)

了
(
！

{
^

|
*

〕
〔

1
+

(
1

|
|

(
-

^
)

+
!

、

ぐ 

…
…
…

.

.

.

.

.

.

.

.

.

(2.10、)

一
一
六(

七
七
四〕

初
期
条
件
をP

1
S

と
す
れ
ば
'

一 

p
m
s
h
p
^
。

) 

p
.+
a
l
r
o

〕

r
.
..

..

.

.

.( 2
.

1
1)

(

P

2

S

n

I

M

l
 

J

l
+
(
l
l
a
l
)
r
o
f
—
-
^
r
l

+alr01 〔l+alra〕T
r

.
-
-
-
-

-(2.110

と
.な
ろ
う
。

\

 

.

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や「

也
産
価
格」

表
示
の
再
生
産
表
式
か
ら
興
味
あ
る
結 

論
を
引
き
だ
す)」

と
、が
で
き
る
。
労
働
装
備
率
、
賃
金
、
利
潤
分
配
率
お
よ
び 

利
潤
率
一
定
の
動
的
！F

衡
経
済
に
お
い
て
は
、
生
貞
手
段
お
よ
び
^
#
財
罾
罾 

部
門
の
生
産
価
格
表
示
に
よ
る
粗

^
員
畠
成
員
ネ
は
砠

#
し

く

、

経
済
成
長
率 

は
平
均
利
潤
率
と
蓄
積
性
向
の
積
に
侬
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
平
均
利
潤 

.
率
の
高
い
ほ
ど
、
ま
■た
蓄
積
性
向
の
大
き
い
ほ
ど
生
産
価
格
表
示
の
粗
生
産
高 

.
成
長
率
は
高
ま
るk.

相
違
な
い
。
 

'

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
装
備
率
の
高
度
化
に
と
も
な
う
平
均
利
潤
率
の
低
下 

.
傲
向

-0
も
と
で
は
、
蓄
積
性
向
‘の
上
昇
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
牛
：
 

.産
^

タ̂
I
ム
の
経
1

長
率
は
«
1̂
化
傾
向
を
も
つ
‘で
あ
ろ
う
が
、
比
例
係 

数
の
低
下
傾
向
に
よ
っ
て
生
産
手
段
産
業
^
ィ
の
粗
生
産
高
成
長
に
比
較
し
て 

消
費
財
産
業
部
門
の
粗
生
産
高
成
長
は
ョ
リ
連
~
る
^

を̂
も
つ
で
あ
ろ
う
。
 

競
争
条
件
の
も
と
.で
労
働
装
備
率
の
上
昇
.に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
は
、
投 

/
下
労
働
時
間
の
削
減
に
よ
マ
て
価
値
な
い
し
生
産
価
格
表
示
の
粗
生
産
高
成
長 

率
を
-3

リ
緩
慢
化
す
る
傾
向
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
い
ゎ
ゅ
る
使
用
砠
員
表
示
の

粗
生
産
高
成
長
の
ョ
リ
急
速
な
成
長
を
排
除
す
る
.も
の
で
ば
な
い
こ
と
に
注
@- 

す
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
こ
の
価
値
と
使
用
価
値
の
対
立
し
た
蓮
動
は
剰 

余
価
値
の
取
得
をUS

標
と
す
る
資
本
の
矛
盾
と
し
て
現
象
す
る
。

3)
以
上
に
お
い
て
研
统
し
て
き
た
マ
ル
ク
ス
の

再
生
産
表
式
を
ハ
口
ッ

ド—

ド
ゥ
マ

-
ロ
ビ
ン
'/
ン
.

モ
デ
, ^
に
対
比
す
る
こ
と
は
興
味
が
あ
ろ

ぅ
。
出
発
点
と
し
て
表
式(

1
.
9

)

、(

1
,
9
0
を
と
ろ
ぅ
。

へ
p
l
c
o
=
p
s
+

t>
s

V

.

.

.

..…

：
.
.
A
1

.CP)

^

S

=

F

S

S

I

A

S

 
.

.

.

.

.

.

.

.

..…

：…

：(1:9、)

最
初
に
ハ
ロ
ッ
ド——

ド
ゥ
マ
ー

•
モ
デ
ル
に
従
っ
て
限
界
資
本
係
数(

生
産 

手
段
增
分\

純
生
産
高
増
分
比
率)

を
び
と
し
て

:…

：.
.

.

.

.

.

.

..(3.1)

と
定
義
し
よ
ぅ
0 

• 

.
,
■'

貯
蓄
率
谷
を
国
民
所
得
ら
に
対
す
る
蓄
積
厶
の
割
合
，

.

.

.

.

.

.

.

.

.

…

：…
…

…
…

：
.
.(S.

2
)

と
定
義
し
、
.そ
し
て
経
済
成
長
率
r
を

I j 

Iし 

.

..

.

.

.

...

.
•
:
.
*
•
•

、

0
Co
ノ

と
i

し
よ
.う
。
 

、

経
.済
余
剰
と
経
済
成
長

こ
こ
で
社
会
の
総
投
資
と
総
貯
蓄
が
等
し
け
れ
ば
'、(3.1) 、

(3.2 )

お
よ
び 

(3.3 )

か
ら 

•

P
3
s
l
p
3

(

？
l

〕

il
-
卜

.
...........

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.(3.4
〕

«
;
 

P

笤

a

と
な
る
か
ら
、
.成
長
率
yは

-
!

，で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
基
準
年 

度
の
国
民
藤
^
を
^

3

8 
.と
す
れ
ば
、
国

民

所

得

^

の

運

動

は

…
…
…

•

…
…

：…

.

.

.…
…
(3. 5)

と
な
ろ
う
。
 

-
 

も
し
こ
こ
で
生
産
手
段
の
消
耗
は
国
民
所
得
の
一
定
の
比
率
で
あ
る
と
し
、

.

c
a
)
=
s
p
s
s
:
:
:
:

.

.…

：
.
.
.

.

.…
…
…
…
.(3.6)

と
規
定
す
れ
ば
、
ハ
口
ッ
ド
丨
ド
ウ

マ
]

.

モ
デ
ル
は(1.9) 、

(
1.
9
0
、
(3.5) 

お
よ
び(S. 6

)

か
ら
次
の
表
現
を
と
る
で
あ
ろ
う
。

、p
l

s

=

F

i

Q

+

^

(

M
4-
"

^
~

)

.

.

.

.....

.

.

.

.

.

.

.

(
3
.
7
)

V
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\
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P
3
(
G
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P
I
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U
+
~
^
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.

.

.

.

.

..
.
.A
3
.
7
0

こ
こ
で
Q
+
S)

は
粗
貯
蓄
係
数(the gross 
0E

M

 

c
o
e
me
i
ep
t)

で
■あ
る
。
従
'?て
ハ
ロ
ヴ

b'

—

ド
ウ
マ
I 

•
モ
デ
ル
で
は
.資
本
財
産
業
部
門
と

.消
費
財
産
業
部
門
の
虫
産
高
成
長
率
は
咖
に
等
し
く
、
両
産
業
部
門
の
生
産
高

:

比
率
は
，

:

P

 
ド/p2
"

q

+&j)

/(

1
i
s
:
}
.

.

..

.

.......
......

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
A
3
.
00)

に
よ
つ
て
示
ざ
れ
よ
う
。
し
が
し
ハ
口
ッ
ド
丨
ド
ウ
マ

!
モ
デ
ル
で
は

^
^

V 

ニ
七

(

七
七
五)



ニ
八
ス
七
七
六)

:

率
と
経
済
成
長
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い
。
そ
と
で
次
に
こ
：

Q

問
題
に
注
*

を
向
け
た
J
 

.
卩
ビ
ン
ソ
ソ
の
モ
デ
ル
.にE

を
較
じ
よ
ぅ
。
：

. 

. 

.

.

J

. 
口
、'ヒ
ン
ソ
ゾ
に
従
？
て
労
働
生
産
性
；

§

を
雇
用
労
働
者S

当
り
純
生
産 

高
巧
と
定
義
す
れ
ば
、

P

氏
じ

01
S

•

a
cb
v

ま
たS

を
労
働
装
備
率
と
し
て
、
雇
用
労
働
者
(e
)

当
り
生
産
手
段
ス
ト
ッ
ク
K) 

と
定
義
す
れ
ば
、

.

'.

内
S 

e

s

<
3
.
1
0
)

と
な
ろ
ぅ
。

こ
こ
で
パ
ラ
メ
！
タ

ー

一
定
と
仮
定
す
れ
ば
、
投
資
効
率

1/
^

は
|
; 

に
ほ
ぼ
対
応
す

る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

P

I

1
^

-
!u
:f
x
)
n
s
. 

.
 

p
n
s

 

n

s
 

p
.
.

Q

.

」

w

s
 

• 

K

s

w

s
 

I
<a
>

' 

s

s

と
な
る
か
ら
で
^
る
。

さ
ら
に
賃
金
率
⑷
、

「

技
術
的
余
剰」

な
い
し
利
澗
を

/7
と
す
れ
ぱ
、
貯
蓄 

率

3
は
次
の
表
現
を
と
る
で
あ
ろ
ぅ
。

、

s?

o

CO

II

裏P

I

A
t

y

ト
.u
s
 

§

(3
.
1
2
)

従
.マ
て(3.11 )

、
.

(3.12) ：

を

(3.7)

、
P
3
,
に
代
入
す
れ
ば
粗
生
産
高
成
長
，

、p
§=

P
3
(
。) i 

勿
+
H—

3

T

J-

'
(3
.1

3
)

-
(3
,1

3
、)

\p2c)"p3§
-^-i 1

十

^
-

t
.V

 

.
-<3
3

が
得
ら
れ
る
。
J

，
口
ビ
ン
ソ
ン
に
従
っ
て
も

し
坐
産
高
、
PI

、
P2
、
労
働
生 

産

性
^

、

労
働
装
備
率

0
等
を
標
準
賃
金
単
位
切
で
測
定
す
れ
ば(

i

、
 

(3
.

1

3
は
次
の
表
現
を
と
ろ
ぅ
。
.

fnf
lf
 w 
ハ
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"
nl
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ô
jlv
 
I
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w

c

J

U

n /
n
J 
w

f

ド

v
l
e
>

 

p
f
w

 —

.y
v
g
.
l
l

O
J
S

.
(3
.
14
)

.
(3
.14

、)

d̂
Ta V

 

*
ay
hv 

}

J
. 
口
ビ
ン
ソ
ン
の
，モ
デ
ル
で
は
両
産
業
部
門
の
生
産
高
成
長
率
は
^
丨 

/
タ
ま
た
は(

；p
r—

l)

?

s
に
等
し
い
の
で
あ
石
が
、
こ
れ
は
定
義
に
よ
っ
て 

資
本
利
潤
率
¥
に
ー
致
す
る
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
#
ま
M
表
式
と
類
似
し
た
外
見

を
も
つ
よ
ぅ
に
み
え
る
。
'し
か
し
ロ
1£
'
ン
ソ
.ン
•
モ
デ
ル
は
マ
ル
ク
ス
と
異
な 

っ
て
^
働
カ
の
完
全
雇
用
を
も
仮
矩
し
て
.お
り
、
さ
ら
に
長
»
罾
畠
ぽ
長
率
が 

完
全
雇
用
の
均
衡
径
路
か
ら
離
れ
て
も
、
労
働
人
口
の
成
長
率
と
資
本
蓄
積
テ 

ン
ポ
の
敕
差
が
賃
金
率
を
伸
湔
さ
せ
、
.資
本
と
労
働
カ
の
代
替
が
生
じ
て
1£
|
動

的
に
完
全
雇
用
に
接
近
す
る
メ
カ >1

ズ
ム
を
主
張
す
る
点
で
は
古
典
学
派
の
モ 

デ
ル
を
連
想
^
せ
W
0 

.
 

•

し
か
し
か
か
る
単
純
化
は
資
本
主
義
経
済
の
歴
史
的
現
実
と
相
容
れ
ぬ
柚
象 

で
あ
り
、
か
つ
て
！！
ビ
シ
ソ
ソ
自

身

が

ハ
ロ
ッ
ド
.
モ
デ
ル
を
非
歴
史
的
と
非 

難
し
た
の
と

同

じ

批

判

が

自
分
の
モ
デ
ル
に
も
妥
当
す
る
の
で
は
な
が
ろ
う 

か
。
こ
の
問
罾
は
砠
ホ
的
に
は
現
れ
ぽ
員
^
罾
^
の
方
法
に
抵
蝕
す
る
で
あ
ろ 

う
。
だ
か
ら
現
代
成
長
経
_

の
非
歴
史
的
限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、「

学 

問
的
方
法」

か
ら「

論
理
的
•歴
史
的
方
法」

へ
と
一
歩
踏
み
だ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ 

よ
う
に
み
VX,
る
。
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ロ
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マ
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ビ
ン
ソ
ン
前
掲
書
参
照
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“

(

45
0

ケ
ィ
ン
ズ
派
経
济
学

と

'
-
マ

ル
ク
ス
学
派
の
国
民
所
得
概
念
は

異

な

る 

.が
、
両
者
の
相
^
は
労
働
価
値
学
説
上 

'の対
'立
に
帰
す
る(Henri D

I
S
;
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論
饷
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で
、
マ
ル
ク
ス
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へ
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ゲ
ル
研
究
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も 

っ
ど
も
興
味
ぁ
る
、

か
つ
重
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成
果
の
.一
つ
と
し

て『

論
理
的•
歴
史
的 

方
，法』
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m
e
t
h
o
d
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と
呼
び
.ぅ
る
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採
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n
a
l
d

 L. M
e
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後
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こ
，の
機
会
に
日
頃
数
-々
の
有
益
な
.御
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
、
恩
師 

山

本

登

教

授

、
千
種
義
人
教
授
、
遊
部
久
蔵
教
搔
.な
ら
び
に
関
係
諸
先 

生
：に
対
し
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心
か
ら
の
感
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た
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